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 '.近位,流血中の腫瘍細胞は悪性履瘍の血行性転移の問題と相俟っていろいろな面から研究され

 ている。そこで,私は流血中腫煽細胞の検索を行い,111放射線科領域で扱う悪性腫煽では腫

 瘍細胞の検出率はどの位か,又,そ'の出現は臨床的に如何なる意義を持つか。(第1報)

 {21非腫癌性異型細胞〔特に未熟血液細胞)の検出率はどの位か,叉,未熟血液細胞の出現と従

 来の検査法による末梢血液像との間に何等かの関係があるかどうか。(第2報)㈲流血甲暉;

 癌細胞の検出率は放射線治療により変動するかどうか,又,その変動と放射線治療効果との間に

 如何なる関係かあるか。(第5報)〔41流1血中唾癌細胞の出現は,悪性腫瘍の予後に如何なる影

 響を及ぼすか。(箆4報)等の疑問を解明しようと思い本概究を行つt。

研 究 対

象

 第1報,第2報及ぴ寵4報では,放射線科に入院した悪性腫瘍例118例,非腫瘍例及び健康

 頗i餌婿十150例を,第3報でま別π放射線治療によ.そ繍瘤の変化を追跡できる症例60例を対象としに。

研

究

方 法

 原則として放射線治療開始前に前肘静脈から採血した。筒・暉鶏細胞の治療による変動をみた

 群では,治療開始前及び当該腫瘤に有意の治療効果を期待できる線量の照射後の2回に互って採

 血した。唾瘍細胞を分離収集す。ためには赤血球沈降速慶を促進する方法(グルコース,アラビ

 ヤゴム法又はデキストラン法)を採用し,本法によって分離収集し£有核細胞群を6乃至8枚の

 塗沫標本とし,ライ墜ギムヂ染色を行った。これらの塗沫標本を弱拡大で(まなぐ鏡模し,異常に

 大旨な細胞父は好塩基性,好酸性の特に強い細胞を発見した時には,強拡大にして綿密な細胞学

 的検討を行つアこ。その結果、正常では末梢血液内に余り認められない細胞を異常細胞と判定し,

 PapaniGolouの腫瘍細胞判定基準に従い、異常細胞を腫瘍細胞,疑腫瘍細胞及び異型細胞の

 5群に大別した。

研

究

結 果

 111各臓器に発生した悪性瞳蕩118例中腫瘍細胞陽性例は27例〔22.9%)であった。しか

 し,原発巣別の症例数は少な(且つ唾鶏の進展暖が窟ち}1ちであるので,原発巣と月耐島細胞検

 出峯との蘭には有意の関係を認め得なかった。

 の症例を臨床的に分頂し,症類別に脆擁1'腿i1」〔り検出率をみると,手術不能例55.5%,手術可

 能例143%,再発例2Z5%及び根治手術後例8.1%でみった。又,転移の程度からみると,

 ・非転1・3働で1-U2、8%,局所淋巴腺転藤藍itiでけ25.0%,重陽振移例では45.8%に腫瘍細胞
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 が槍脇されt。

 {51症例㌃組織学的に扁平上皮熈,腺煽,未分化煽,その他の煽腫及び肉腫に分類すると,腫瘍一

 細胞の検出率は肉腫では癌唾に比して60・0%と高率であったが,幅腫相互の闇では有意の差

 力なくそ'の検出率は25%乃至乙0%であった。

 {4,非鷹揚性の異型細胞は悪性腫瘍118例甲70例(595%)に険出されたか、甲でも未熟

 甑液細胞の検出擁は高(118例中57例ぐ48』5響のに認められた。その種類は前骨髄球,骨髄球及

 び正赤芽球などであっにが,特に骨髄球は57例全例に認められた。しかし,斯る未熟血液細

 胞は対照とした非腫瘍例にも少数例なから検出された。

 {5}悪性腫瘍においては従来の末梢血液検査法でも貧血,白血球減少或は白血球増多等の異常所

 '見を認めることが少なくないが,斯る従来の検査法による異常所.見と本検査法による未熟.血液
 細胞検出との聞には次の関係か認められた。即ち,従来の検査法で異常所見を有する28例中

 21例に未熟血液細胞を検出し,ほ、正常の像を示した90例中ろ6例に末熟血液細胞を検出した。

 161対象の甲で,骨系統に広範な転移を来たした5症例に類白磁病性反応を認めたので,その概

 要を併せて述べπ。

 1刀腫瘍細胞険出率の放射線治療による変動に就いてみると,治療前には6D例甲15例1(21・'7

 %)に,治療後には60例中9例(15・ロ%)に臓覇細胞が検出され,放射線治療により検出

 墓`は少し(低下した。

 (8,上記の腫瘍細胞検出率の変動と放射線治療効果との関係をみると,

 la}腫瘍の消失例では,治療前に縢蠣細胞か陽性陰性であるとを問わず治療後には全例陰性と

 なった。lb}順瘍の縮小例では,治療後に陰性化例及び陽性化例を認め一定の関係は得られ

 なかった。〔c)腫瘍の不変例では,治療による変動を認め得なかった。{d}腫瘍の進展例

 では陽性化例のみを認めた。

 191腫瘍細胞の流血㎎出現の予後に及ぼす影響を臨床的に観察した結果,

 〔al手術可能例7例及ぴ末期例70例においては,腫瘍細胞検査以来1征閻に蒲ける遠隔転移
 の形成率及び1伍生存率の2点で,腫瘍細胞陽性者か陰性者に比して予後不良とは云えなかっ

 た。働根治手術後例30例では,腫瘍細胞陽性者は僅かに3例でめつにが,陽性者では遠

 隔転移も形成され易(且つ1止生存峯も低かった。

結 論

 以上の研究結果から次の如き結論に達した。

 111流血甲腫瘍細胞の・検出率は,放射線科領域での悪性腫瘍例を総括してみると約20%である。

 又,鷹揚細胞の検出墨は,局所病変の進行したもの程,転移の高慶なもの程高率である。しか

 し,検出率と湛腫の組織学的型との間には有意の関係はなぐ,又,原発巣別検出墨に就いては

 結論を下す段階にない。

 (21異型細胞は対象の過半数に検出されたが,中でも未熟血液細胞の検出が高率であった。この

 未熟血液細胞は従来の検査法で末梢血液に異常所見か認められるもの程,検出され易いようである。

 ⑯腫瘍細胞の放射線治療による変動は,腫瘍に対する治療効果の大なる程陰性化する傾向にあ
 るか,逆に腫瘍の縮小と共に陽性化する例も少数なから認められる。

 ㈲末期例及ぴ手術可能例では,流血甲種揚細胞の出現と予後との間には,一定の関係がな(,

 暉煽細胞陽性者が陰性者に比して予後不良とは云えない。一方,根治手術後例では,流血中膵

 摺1細胞陽性'者は少ないが,その予後は陰性者に比して極めて不良である。
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 審査結果の要旨

 本論文は流血中の胆1蕩細胞を検索し,旧放射線科領域における悪性腫瘍での腫蠣細胞検出墨及

 び腫瘍細胞検出の臨床的意義に就いて}{2)異型細胞(特に未熟血液細胞)の検出塞及び未熟血液

 細胞の出現と従来の末梢血液検査法によるfl且液像との相関関係に就いて,㈹流血中腫瘍細胞検出

 茎の放射線治療による変動及びその変動と治療効果との関係に就いて,(41流lm中弾傷細胞の悪性

 腫瘍η予後に及ぼす影響に就いて等の諸点を解明する目標でなされた臨床実験的研究である。

 m,⑨及び(4)の研究には種々准悪性腫瘍例118例及び非腫瘍例12例計150例を対象とし、

 又,(31の研究一こは別に悪性肺湯例60例を選んで対象とした。

 前者の悪性肺癌118例では放射線治療前に,又,後者の悪性膵癌60例では放射線治療前後

 の2回に亘り,夫々前肘静脈から5耽4宛採血し検査≠こ供した。赤血球沈降を促進する法(グル

 コース,アラビヤゴム法又はデキストラン法)を用いて,肺蕩細胞を有核細胞と共に赤血球から

 分離し,有核細胞群の塗沫標本を作製した。この標本をライト,ギムザ染色の上で鏡検し,綿密

 な細胞学的検討を行い,検出された異常細胞をPapanlGOエaouの腫瘍細胞判定基準に従い腫

 瘍細胞,疑腫瘍細胞及び異型細胞に分類し,上記の諸点瓦就いて考察した。

 得られた:研究結果壱工次の如くである。

 111種々の悪性脾'煽り18例中,腔腸細胞陽性例は27例(22.9%)で,手11杯能例や再発

 例のように局所病変の進展したもの程検出墨か高峯であった。又,転移の点では,づ国元移例より

 局所淋巴腺転移例更に遠隔転窄5例と転移の進んだ者程陽性例か多かった。しかし,組織学的型の

 点では,肉腫は癌腫に比して高孫であったが,癌腫相互の間では有意の差は認められなかった。

 {2)異型細胞は対象118例中ア0例(595弱)に検出され,中でも未熟血液細胞(前骨髄

 球,骨髄球及び赤芽球)の検出誌11は高く118例中57例(48,5%)であった。又」この異型

 細胞ξ工少数例なから非肺煽例にも検出された。更一⊂,未熟血液細胞は,従来の末梢lln液検査法で

 i血液像に異常所見の認められる者堤高塾に検出された。

 (31放射線治療との関係をみた群では,治療前の検出茎区は60例中15例(24.7%)で,治療

 後のそ九は9例(15・0%)で,放射線治療後1(検出蜜か若干低下した。又,その変動の様相は,

 腫瘍の消失例では全例陰性化したか,腫瘍の縮小例では陰性化例及び陽性化例を共に認めた。更
 、倫肺癌の不変例では変動かなく,腫瘍の悪化進展例で壱工陽性化例のみを認めた。

 佑末期伊吸び手術石手無例では・官E融羽重隔転移形成錐及び1蛇生存塾の2点で,肺癌細胞
 陽性侮と陰性伊1との間に有意の差がなかった。根治手術后帽では,陽性例は少数であった魁陰
 芒爵湘と」七壁《してま猛1鵯転重3も1杉∫戎さや一瓢く上1.つ1昆生存2壼1処低かつずこ。

 ζ一』'て理ゴ盾シ({:こ学位を1牙一身.一fる.'〔:鴛・・』;るも、うと5互ポ∫るこ・
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